




 

〔目的〕 

 我々は、神経筋疾患に対して種々な角度から筋病理学的検討を行ない、個々

の症例について、その病変の性質や程度そして診断を行なってきた。例えば、

従来よく行なわれている様に、一定の筋線維数を選び、その直径による赤筋・

白筋などのタイプ別のヒストグラムを作成するのもその一例である。しかし

dystrophic な病変の進んだ様な場合には、その結合織や、脂肪化はこの方法で

は、全たく表現できない。そこで今回、筋病変の定量化の手姶めとして、中心

核と筋鞘核、そして筋線維のヒストグラムについて検討した。 


